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要 約 

電離放射線への応答の個人差に関する知見はいまだに非常に限られている。原爆被爆者を対

象とした以前の研究により、被曝放射線量に伴って赤血球のグリコフォリン A （GPA）遺伝子の体細

胞突然変異が有意に増加すること、また GPA 変異の測定後にがんが発生した原爆被爆者では、

がんが発生しなかった被爆者に比べて GPA 変異の放射線量効果が有意に高いことが明らかにな

った。それらの研究で特に注目すべきことは、同程度の放射線量であっても GPA 変異割合には大

きな個人差があったことである。原爆被爆者の赤血球に見られる持続的な GPA 変異は、寿命の長

い造血幹細胞（HSC）の GPA 変異に由来することが想定され、特に DNA 二重鎖切断修復に関係

する個人の遺伝的背景が、放射線被曝後に HSC が変異を持つ個人差とかかわっている可能性が

考えられた。従って我々は、放射線被曝、赤血球 GPA 変異割合、および DNA二重鎖切断修復に

関与する主要な遺伝子である p53 binding protein 1 （53BP1）の単塩基多型（SNP）の関係を調べ

た。53BP1 の SNP および推定されたハプロタイプが GPA 変異に関して放射線量と有意に相互作

用することが明らかになり、GPA 変異の放射線量効果はある程度 53BP1 遺伝子型に依存すること

が示唆された。また、放射線被曝後の HSC の DNA 二重鎖切断修復において 53BP1 が重要な役

割を果たしていると考えられる。 
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